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活動計画

アイデア検討

新聞について学習

自然言語処理や他の
技術について学習

技術を学んだ上で実
現可能性のあるアイ
デアを検討

書 籍 や 論 文 , イ ン
ターンを通して知識
と技術の習得

GitHub ワーショップ

各班に分かれプロト
タイプを作成

web アプリケーショ
ンの開発

最終成果発表会

報告書の提出

プロジェクト学習課
外発表会

次年度へ

アイデアの再検討

夏季休暇の開始

夏季休暇の終了

中間報告

プロタイプの開発
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図 1 : 1 世代あたりの発行部数
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Product Owner ; PO
開発プロジェクトにおけるオーナーで意思決定を行う存在

Scrum Master ; SM
開発プロジェクトにおけるマネージャーのポジション

PO 
前田

コンテンツ抽出班
デザイン班

フロントエンド班 バックエンド班
データエンジニア
リング班

辰巳 藤島 前田 川平

SM

Developer
高橋

一入

遠藤

柴田

デザイン班 ; 前田

UI/UX デザイン
データビジュアライゼーションデザイン

フロントエンド班 ; 前田 

Web フロントの実装

データエンジニアリング班 ; 遠藤 / 藤島 / 柴田

自然言語処理モデルの作成

コンテンツ抽出班 ; 辰巳 / 高橋 / 一入

漫画と広告 , 天気図の解析

バックエンド班 ; 川平

API と DB の作成

図 2 : 日本における SNS 利用者数

写真 1 : アプリケーションのホーム画面

写真 2 : アプリケーションの可視化画面 (Word Cloud)

写真 3 : アプリケーションの可視化画面 (Circle Packing)

億人

ビッグデータを可視化し未来へ残す

Word Cloud

Circle Packing

指定された日付の区間での単語の頻出度を表現
 
 ・ 過去の話題を知ることが可能
 ・ ジャンル関係なしに表示
 ・大きさで直感的に理解可能

今後の展望
 ・ ジャンルによる色分け
 ・ 単語をクリックすると関連した記事の表示

指定された日付の区間での単語間の関連度を入れ
子構造で表現
 
 ・ 円のサイズは関連度の量的データを示す
 ・ 話題の渦中を知ることができる

今後の展望
 ・ 単語から記事の関連性を推定し表示


